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平
成
十
五
年
度
役
員
一
覧

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
の
平
成
十

五
年
度
総
会
が
、七
月
三
日（
木
）東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
が
行
わ

れ
、
こ
の
中
で
、
長
崎
県
平
戸
市
、
大
阪
府

枚
方
市
、
北
海
道
本
別
町
、
静
岡
県
御
殿
場

市
、
大
分
県
前
津
江
村
の
五
箇
所
で
開
催
さ

れ
た
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
市
町
村
研
修
会

の
成
果
や
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
研
究
委
嘱

事
業
「
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
地
域
政
策

調
査
研
究
」
へ
の
取
り
組
み
が
、
報
告
書
と

併
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度

　
歳
入
歳
出
決
算
が
承
認
さ
れ
る

平
成
十
四
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
、
加
盟
市
町
村
数
の
増
加
に
よ
り
会
費
が

増
収
と
な
っ
た
こ
と
や
、
当
初
四
箇
所
を
予

定
し
て
い
た
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
市
町
村

研
修
会
が
五
箇
所
と
な
り
、
研
修
会
費
が
増

額
と
な
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
主
体
を
進
め
た

　
　
　
今
年
の
成
果
は

新
役
員
が
決
ま
る

平
成
十
五
年
度
協
議
会
役
員
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
留
任
の
形
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
新
役
員
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

基
調
講
演
で
は

基
調
講
演
は
、「
デ
フ
レ
が
続
く
中
、日
本

の
財
政
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
う

演
題
で
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授 

神
野
直
彦
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
国
の
財
政
事
情
も
交
え
た
興
味
深

い
講
演
に
、
出
席
会
員
か
ら
も
活
発
な
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

文部科学省大臣官房審議官
有本建男氏による来賓挨拶

東京大学大学院経済学研究科
神野直彦教授による基調講演

平成15年度通常総会


